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論文内容の要旨

大腸菌の nusA と nusB 遺伝子産物は， λ ファージのN蛋白の抗転写終結作用に必須に要求される

ことが知られており， nusA 蛋白と結合することが示めされている。一方，大腸菌においては，

nusA や nusB 遺伝子産物がどのような役割を演じているのかはまだ明らかでない。 in vitro 系での

ラクトース・オペロンの転写において， nusA 遺伝子産物 (L因子)が抗転写終結能を発揮すること

が報告されているが， in vivo でもそのように機能しているかはまだ不明である。本研究の目的は，

in vivo , in vitro におけるトリプトファン。オペロンの転写にこれらの遺伝子産物がどのような役

割をj寅じているのかを明らかにすることである。

(方法ならびに成積)

1 . In vivo 

D. Friedman によって分離された nus+(K37) ， nus一 (nusAI ， nusB 27 , nusAlnusB27) ，及び，

これらの変異株にトリプトファン・オペロンの部分的欠失変異 (Figure. 1) を導入して得られた菌株

の定常状態における mRNA の合成率を30~ あるいは37~ で測定し，比較した。
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① nus+: に nus 変異が導入されると， trp mRNA の合成率は， nusAI , nusB27 , nusAlnusB27 

の順で低下し， 30
0

C においての nus+: の合成率を100 とすると， nus- の trpED mRNAの合成率

は，それぞれ， 82, 37 , 30であり， trpCBA mRNA の合成率は， 69, 53, 48であった。

② nus 変異によってトリプトファン・オペロンの Leader (L) 部分に存在する Attenuator (a) 

での転写終結が増加するかどうかを明らかにするために， Attenuatorを欠失した trpムLD1412，

及び Attenuator を保持している trpムED24について， nus+: と nusAlnusB27 における trp

mRNA の合成率を比較した。その結果， trpム LD1412 と比較して， trpム ED24で、の mRNA の

合成率の低下が著しく， nusーで， Attenuator における転写終結が増加していることが観察され

た。

③ nusーにおける trp mRNA の合成率の低下が， RNA 合成の Initiation frequency の低下に由

来するものか，あるいは，遺伝子内に存在する転写終結部位での転写終結によるものかを明らか

にするために， トリプトファン・オペロンの先端部遺伝子のみをもっ， trpAD 5 , trpAD28 , 

trpOAE 2 , trpOAE14について， trp mRNA の合成率を nus+: とコusAlnusB27 で比較した。そ

の結果，持っている先端部遺伝子の長さが短かいほど，合成率の低下が弱まる傾向があり， trp 

OAE14においては，わずかに合成率が低下しただけであった。このことより，合成率の低下は

Initiation Frequency の低下に由来するものではなく，遺伝子内部に存在する転写終結部位で

の転写終結によるものであることが示唆された。

2. In vitro 

nus+: 及び nus より Ribosome Free の大腸菌の総抽出液， S-100 を調製し， トリプトファン・

オペロンを持つプラスミド， pMT 778 を鋳型として， S-100 中での trp mRNA 合成率を測定した。

その結果， in vitro においても in vivo 同様 nus でtrp mRNA の合成率の著しい低下がみられた。

(総括)

大腸菌の nus 変異株においては， トリプトファン・オペロンの mRNA 合成率が低下し，特に

nusAlnusB27について著しい低下が観察された。合成率の低下は， トリプトファン・オペロンの

Leader 部分に存在する Attenuator 及び，遺伝子内部に存在する転写終結に由来し， nusA及び、

nusB遺伝子産物はこれらの部位で抗転写終結因子として機能しているものと考えられる。

論文の審査結果の要旨

大腸菌において， nusA及び、 nusB遺伝子産物がと守のような役割を演じているのかは明らかではない。

in vitro のラクトース・オペロンの転写で， nusA遺伝子産物が抗転写終結能を発揮することが報告

されているが，現在までに， in vivo での実験報告は全くされてない。

本研究は，大腸菌のトリプトファン・オペロンの転写で， nusA 及び nusB 遺伝子産物が，抗転写

終結因子として機能していることを， in vivo , in vitro で示したものであり，大腸菌の遺伝子の転

写調節に新たな知見を与えるものである。
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